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方式小児救急）の試み．第36回日本救急医学会総会．2008，10，15．日本救急医学会雑誌 19：８，
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21 本村友一，八幡真由子，瀧 健治：佐賀大学医学部附属病院救命救急センター卒後研修プログラム

の評価と課題．第36回日本救急医学会．2008，１，13-15．日本救急医学会雑誌 19：８，720．

22 野村奈央，木元衣美，今別府文昭，波多野弥生，遠藤容子，黒木由美子，奥村 徹，吉岡敏治：ト

リアージアルゴリズム作成のための基礎調査―塩素系漂白剤，塩素系カビ取り剤―．第30回日本中

毒学会総会．2008，７，11．抄録集 92．

23 奥村 徹：化学テロ，化学災害，中毒事件への対応 各国の最新の動きから―．第30回日本中毒学

会総会 教育講演．2008，７，11．抄録集 34．

24 奥村 徹，有吉孝一，人見知洋，富永隆子，本村友一，廣郡聖妙，中島厚士，岩村高志，伊藤栄近，

平原健司，瀧 健治：ＤＭＡＴに付加すべき機能，米国MED-１システムについて．第13回日本集

団災害医学会．2008，２，10．日本集団災害医学会誌 12：３，325．

25 奥村 徹，有吉孝一，人見知洋，富永隆子，本村友一，廣郡聖妙，中島厚士，岩村高志，伊藤栄近，

平原健司，瀧 健治：特殊災害における消防と医療の連携―プレホスピタル救命医育成の必要性．

第11回日本臨床救急医学会．2008，６，７．日本臨床救急医学会雑誌 11：２，167．

26 奥村 徹，有吉孝一，人見知洋，富永隆子，本村友一，中島厚士，本村あゆみ，岩村高志，伊藤栄

近，平原健司，瀧 健治：ドクターヘリ事業における緊急被ばく医療への大きな誤解．第36回日本



救急医学会総会．2008，10，13．日本救急医学会雑誌 19：８，650．

27 奥村 徹，有吉孝一，富永隆子，本村友一，中島厚士，本村あゆみ，岩村高志，伊藤栄近，廣郡聖

妙，平原健司，瀧 健治：救急医の労働環境改善の基本は，プライドを持って働ける職場であるこ

と．第36回日本救急医学会総会．2008，10，13．日本救急医学会雑誌 19：８，609．

28 奥村 徹，有吉孝一，辻 功介，富永隆子，本村友一，中島厚士，本村あゆみ，岩村高志，伊藤栄

近，平原健司，瀧 健治：救命救急センターの感染対策は研修医教育から No Stain, No Life．

第36回日本救急医学会総会．2008，10，13．日本救急医学会雑誌 19：８，608．

29 奥村 徹，瀧 健治，宮本比呂志，岩村高志：バイオテロ対応のための集学的対応の必要性．第23

回日本環境感染学会．2008，２，22．環境感染 23，269．

30 瀧 健治：虫・動物咬傷治療の実際（特別講演)．第108回日本外科学会．2008，５，15．

31 瀧 健治：CO中毒への高気圧酸素療法（HBOT)(会長講演)．第５回日本臨床高気圧酸素・潜水医

学会．2008，６，14．日本臨床高気圧酸素・潜水医学会雑誌 ５：１，14．

32 瀧 健治，有吉孝一，平原健司，奥村 徹，本村友一，本村あゆみ，富永隆子，伊藤栄近，中島厚

士，人見知洋，辻 功介：全国調査によるマムシ咬傷の治療法についての調査研究．第36回日本救

急医学会総会．2008，10，15．日本救急医学会雑誌 19：８，826．

33 瀧 健治，富永隆子，人見知洋，奥村 徹，有吉孝一：救急医療の地域格差と対策 救急医療の地

域格差の解消策としての標準化の必要性．第36回日本救急医学会総会．2008，10，13．日本救急医

学会雑誌 19：８，500．

34 富永隆子，瀧 健治，奥村 徹，平原健司，有吉孝一：北部九州における緊急被ばく医療への取り

組み．第36回日本救急医学会総会．2008，10，13．日本救急医学会雑誌 19：８，653．

35 冨岡譲二，村田厚夫，吉岡敏治，遠藤容子，奥村 徹，白川洋一，亀井徹正，浅利 靖，嶋津岳士，

坂本哲也：急性中毒に対する血液浄化法 日本中毒学会が推奨する急性中毒の標準治療とその現状．

第36回日本救急医学会総会．2008，10，15．日本救急医学会雑誌 19：８，797．

36 財津佳子，今田優子，波多野弥生，遠藤容子，黒木由美子，奥村 徹，吉岡敏治：トリアージアル

ゴリズム作成のための基礎調査―義歯洗浄剤，ポータブルトイレ用消臭剤―．第30回日本中毒学会

総会．2008，７，11．抄録集 90．

地方規模の学会

1 有吉孝一，奥村 徹，瀧 健治：佐賀救急難民の検討 小児編．第２回九州・沖縄小児救急医学研

究会．2008，８，23．

2 有吉孝一，佐藤愼一，奥村 徹，瀧 健治：小児救急難民の検討 ．第1回九州・沖縄小児救急医学

研究会．2008．2．16．

3 江頭政和，人見知洋，山本修一，前田寿幸，松尾宗明，濱崎雄平，奥村 徹，瀧 健治：佐賀大学

小児救急の内因・外因総合外来としての役割：神経変性疾患の診断を通じて．第31回佐賀救急医学

会．2008，９，６．抄録集 17．

4 平原恵子，人見知洋，小林育子，有吉孝一，平原健司，奥村 徹，濱崎雄平，瀧 健治：SIDSの２

例：PALSの普及に向けて．第52回日本小児科学会佐賀地方会例会．2008，４，５．日本小児科学

会雑誌 112：８，1276-1277．

5 平原恵子，人見知洋，西 眞範，田代克弥，小林育子，本村友一，富永隆子，中島厚士，有吉孝一，

濱崎雄平，奥村 徹，瀧 健治：小児 CPAOAの３例：PALSの普及に向けて．第31回佐賀救急医



学会．2008，９，６．抄録集 16．

6 人見知洋，小林育子，有吉孝一，平原健司，奥村 徹，濱崎雄平，瀧 健治：佐賀大学救命救急セ

ンターと小児救急：受診動向におけるリアルタイムレポート．第52回日本小児科学会佐賀地方会例

会．2008，４，５．日本小児科学会雑誌 112：８，1277．

7 人見知洋，小林育子，人見会美子，西村洋一，有吉孝一，平原健司，奥村 徹，濱崎雄平，瀧 健

治：佐賀大方式事始：小児科医参加 ER型救急外来発足６か月の傾向．第1回九州・沖縄小児救急医

学研究会．2008，２，16．

8 人見知洋，小林育子，人見会美子，西村洋一，有吉孝一，平原健司，奥村 徹，濱崎雄平，瀧 健

治：佐賀大方式事始：小児科医参加 ER型救急外来発足６か月の傾向．第52回日本小児科学会佐賀

地方会例会．2008，４，５．

9 人見知洋，小林育子，西村洋一，有吉孝一，平原健司，奥村 徹，瀧 健治，濱崎雄平：佐賀大学

救命救急センターと小児救急 これからやるべきこと．第51回日本小児科学会佐賀地方会例会．

2008，１，12．日本小児科学会雑誌 112：４，785．

10 人見知洋，辻 功介，小林育子，有吉孝一，濱崎雄平，奥村 徹，瀧 健治：佐賀大方式小児救急：

地域と研修医からの評価．第２回九州・沖縄小児救急医学研究会．2008，８，23．

11 人見知洋，辻 功介，小林育子，本村友一，有吉孝一，濱崎雄平，奥村 徹，瀧 健治：佐賀大学

救命救急センターの小児救急医療教育．第31回佐賀救急医学会．2008，９，６．抄録集 16．

12 人見知洋，辻 功介，小林育子，奥村 徹，瀧 健治，濱崎雄平：救命救急センター所属小児科医・

救急医ペアによる地域完結型小児救急診療の試み．第18回日本外来小児科学会学術集会．2008，８，

30．

13 人見知洋，辻 功介，大塚泰史，田代克弥，有吉孝一，奥村 徹，瀧 健治，濱崎雄平：佐賀県に

おける小児救急搬送システムへの提案．第31回佐賀救急医学会．2008，９，６．抄録集 19．

14 藤岡丈士，人見知洋，井上和也，磯村直子，有吉孝一，濱崎雄平，奥村 徹，瀧 健治：看護師に

よるトリアージが効果的であった hypotensive shockの小児例．第31回佐賀救急医学会．2008，

９，６．抄録集 24．

15 藤岡丈士，人見知洋，小林育子，本村友一，岩村高志，伊藤栄近，平原健司，奥村 徹，濱崎雄平，

瀧 健治：佐賀大学救命救急センターと小児救急 これまでと現状．第51回日本小児科学会佐賀地

方会例会．2008，１，12．日本小児科学会雑誌 112：４，785．

16 岩村高志，本村友一，中島厚士，伊藤栄近，平原健司，奥村 徹，瀧 健治：血栓溶解療法により

保存的に加療し得た上腸間膜動脈塞栓症の１例． 第11回日本救急医学会九州地方会．2007，５，

12．抄録集 56．

17 前田悠子，井本佳織，岩橋好子，稲富かおる，奥村 徹：N95マスクの air漏れ率比較による装着指

導の実証．第31回佐賀救急医学会．2008，９，６．抄録集 25．

18 本村友一，瀧 健治：emergo senior instructor course (ver.2)受講の経験．第12回日本救急医学

会九州地方会．2008，５，10．抄録集 44．

19 本村友一，瀧 健治：佐賀大学救命救急センター外傷症例と佐賀の外傷医療の問題点．第31回佐賀

救急医学会．2008，９，６．抄録集 18．

20 本村友一，瀧 健治：岩手宮城内陸地震と佐賀 DMAT．第31回佐賀救急医学会．2008，９，６．抄

録集 23．



21 奥村 徹，伊藤栄近，富永隆子，廣郡聖妙，本村あゆみ，本村友一，中島厚士，岩村高志，平原健

司，瀧 健治：集中治療学会専門医・指導医制度のあり方．第35回日本集中治療学会 シンポジウ

ム．2008，２，14．日本集中治療医学会雑誌 15，122．

その他の学会

1 奥村 徹：日本側プレゼンター 日本における危機管理の課題：オウム真理教テロ事件などから学

んだ教訓と今後の課題．科学技術振興機構 社会技術研究開発センター主催 英国・国際戦略問題

研究所（IISS）テロ対策チームとの国際会議．2008，２，28．

2 奥村 徹：バイオテロと嫌気性菌．第38回日本嫌気性菌感染症研究会 特別教育講演．2008，３，

１．

3 奥村 徹：科学技術振興機構 社会技術研究開発センター 文部科学省「安全・安心科学技術プロ

ジェクト」『テロ対策・危険物探知のための科学技術に関する情報収集・分析等の研究開発』班主催

「米連邦捜査局（FBI）におけるＷＭＤテロ・犯罪対策」国際会議 日本側プレゼンター．2008，

３，４．

4 奥村 徹：東京地下鉄サリン事件の前後における日本の化学テロ・化学災害対策の変化．日米NBC

災害医療シンポジウム2008 in HIROSHIMA．2008，６，16．

5 奥村 徹：胃洗浄．第30回日本中毒学会総会 急性中毒標準治療セミナー．2008，７，12．

研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

教 授 奥村 徹 平成20年度厚生労働科学研

究費補助金

化学物質リス

ク研究事業

「家庭用化学製品のリスク管理におけ

るヒトデータの利用に関する研究」

1,000

教 授 奥村 徹 平成20年度厚生労働科学研

究費補助金

健康安全・危

機管理対策総

合研究事業

「地域での健康危機管理情報の早期探

知，行政機関も含めた情報共有システ

ムの実証的研究」

200

教 授 奥村 徹 平成20年度厚生労働科学研

究費補助金

健康安全・危

機管理対策総

合研究事業

「国際連携ネットワークを活用した健

康危機管理体制構築に関する研究」

400

教 授 奥村 徹 平成20年度厚生労働科学研

究費補助金

健康安全・危

機管理対策総

合研究事業

「健康危機管理における効果的な医療

体制のあり方に関する研究」

400

教 授 奥村 徹 平成19年度文部科学省 安全・安心科

学技術プロ

ジェクト（FS)

「リアルタイムでの化学剤・生物剤の検

知システム構築のための検知技術の開

発」

12,000


